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今を生き抜くためにはぁ壷牽浮れど､

できる､

そんな場がもっともっとたくさんあって敬しい ｡

公害間層 ､ 葉音筒底で繰り返された同じ様造の 中 ､

同じ市民として ､

また､ 自分にも影響が及んでいる当事者として ､

できることは伺でしよう?

理不尽なr 大きな力j へ の告儀も必要でしょう｡

しかし､ 市民が日常で不安の原困に対処できる､

具体的な行勤によるリスク軽減を試行錯誤し

それをシ ェアできる塙侍りも必要です ｡

ささやかながら東北 用V コミュ ニ ケ ー

シ ョンズでも

そんな場作りをしてみようと患います ｡

放射能の こと､ H Ⅳ のこと､

誰か に押しつ けられるでなく

自分から主体的にできるr健康j 維持に つ い て､

ぎ っくばらんにお話ししましょう｡

◆場所◆
仙台市青葉区国分町 3 - 3 - 5 リ ス ズビル 9F

地下 鉄 ｢ 勾当台公園釈J 公園 2 出 口 か ら徒歩 5 分｡

京樽寺通り ｢ 東京 エ レク トロ ンホ → ル( 県民会館)｣

東隣 1 F が松屋の ピル です ｡

一己_/ F AX ¢之2 - 26 ト6 556 ( 開館時簡の み対応可)

問い 合わせ こ 裏面 丁目C 速紹 先へ 参加申 し込みは 不要です

主催 : 棄北H f V コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン ズ ( T H C )
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◆こんに与はま北 HtV コミュ ニケ ー ションズです｡ ふだんの活動内容を増介します｡
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東北H = ∨ コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ンズ ( T H C )
H I V 感染症/ エ イ ズ に よ っ て 自らの 生命や生 き方に影響を受けた人々 が共 に生きる社会 をつ くる
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